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■ソフト名 : 電光掲示スプリット２  64 ビット対応版（GPD WIN､GPD Pocket シリーズや中華タ

ブレット対策済） 

■作者 : YukiOddman '21/12/13 

■対応 : Windows Vista,7,8,8.1,10,11 の OS 
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 業務上または全ての場合において、当ソフトを使用して発生した損害に対し 

当方は、一切の責任を負いません。 

以上の事をご理解した上で、ご使用できる方のみに使用してください。 

 

 操作に入る前に必ず目をお通しください。 

 

 

 まず、ファイルコピー関連の環境づくりから行っていきます。 

 

 この前準備を行わないと、Windows のデフォルトでは拡張子のあるファイルや隠しファイルが見

えなくなるため、ファイルがコピーされない場合があるためです。 

 

 Windows のエクスプローラを開きます(例：Windows 10 の場合)、「表示」をクリック、「項目チ

ェック ボックス」「ファイル名拡張子」「隠しファイル」に全てチェックを入れます。 

 

 続いて、「オプション」タブ、「表示」タブをそれぞれクリックします、「すべてのフォルダー

を表示」、「タイトル バーに完全なパスを表示する」をチェックして、「OK」をクリックしま

す。 

 

 念のため、「登録されている拡張子は表示しない」がチェックされているかもしれませんので、

チェックが外されていること（しない）を確認します。 

 

 「適用」タブ、「OK」タブをそれぞれクリックして前準備は終了となります。 

 

 

1.基本インストール操作 

 まず、zip ファイルを展開します。 

 

 次に zip ファイルの "Denko2" を開きます。 

 

 インストールは、"setup.exe" を右クリック、「管理者として実行」を選択し、クリックします

（その際に必ず、「管理者として実行」を選択することだけは忘れないでください）。 

 

 インストール途中の選択項目は何もしないで、そのまま「OK」で進みます、「OK」は何回かでて

くると思います(途中、シリアル番号を入力する画面があります)。 

 

 インストールが終了しましたら、デスクトップ上に "電光掲示スプリット２"のアイコンが出来

ていると思います。 



 もし、メッセージが書き換わらなかったり、不具合がありましたら、ショートカットの電光掲示

スプリット２のプロパティの互換性の "管理者としてこのプログラムを実行する" にチェックを

入れてください。 

 

 あとは、直感で操作していただくだけです。 

 

 以上で操作は終了です。 

 

 

 なお、ドキュメントの "電光掲示"ディレクトリの中に、"msgbx"を作成しますが、"denko" と 

"resum" のファイルは電光掲示クラシックのバックアップファイル、かつ "scrbk"というファイ

ル(他メーカーのスクリーンセーバーの退避用)ですので、電光掲示スプリット２しか使われない

のであれば、これらのファイルは削除していただいても構いません。 

 

 他のスクリーンセーバーをお使いの方は、本プログラムとバッティングしますが、元に戻せるよ

うに "scrbk" を作成してあります、何かしらトラブルがあった時のログ代わりにもなるようにし

てあります。 

 

 新たに電光掲示スプリット２なるものを作ってみました、こちらのプログラムの方がより電光掲

示板ライクにお使いいただけるとは思いますが、昼間とか明るい場所ではスクリーンが暗すぎて

使うことは可能ですが、夜やある程度、暗めの室内でお使い頂くことが、望ましいと思われま

す。 

 

 難点はございますが、サービス業のお仕事の方には十分に使えると思っていますし、操作に関し

ては直観で使用できるようにしてあります。 

 

 インストールが完了いたしますと、"電光掲示"のディレクトリ内に "msgbx" なるファイルが作

成されます。 

 

 こちらの編集は、"msgbx"を直接、メモ帳、もしくはテキストエディターなどで、作成をお願い

します。 

 プログラムでメニュー化しても重くなるだけですので、今回はダイレクトなスタイルにしまし

た。 

 

 

 こちらは、見本としてのサンプルをご紹介させていただきます。 

 電光掲示表の各インデックスの "html"のファイルを見ながら、編集を試みて下さい、全体は 50

行(番)迄のデータを扱えるようにしました。 

 

 3,1,16777088,MS UI Gothic,12,0,３番  

 

 データの説明をさせていただきますと、左が NO.になります、見本は、3 です。50番(行)まで入

力できます(50 番以上になりますと、かなり重くなり、この制限下とさせていただきました)。 

 変わって、電光掲示スプリット２のオンオフのスイッチです、１はオンです、０はオフとなりま

す。 

 16777088 とは、 電光掲示表のカラーチャート表の色の部分をダブルクリックすると表示される

カラーコードです。 



 次は、フォント名になります、スペースがある際は半角スペースになります(フリーソフト "フ

ォントセレクター"をご使用されることをお薦めします、"Lhaplus"の解凍ソフトが便利です)。 

 12 とは、電光掲示表の文字サイズ表になりますが、Word などで表現される場合は 9 となりま

す。これは 9 ポイントですが、プログラム上は 12 として動いています。 

 次の 0 は、時計表示のオン、0 はオフとなります。 

 最後はメッセージです、全角で 512 文字迄の入力が可能ではありますが、重くなるのでショート

メッセージを複数入れられる方が、電光掲示板っぽくなる気はいたします。 

 

 

 "uninst.exe" は、電光掲示スプリット２をアンインストールしたのに、スクリーン セーバーの

中に "電光掲示 Split2.scr" のファイルが消えなかったときに使用します（このプログラムも

「管理者として実行」を選択することだけは忘れないでください）。 

 

 なお、スクリーンセーバータイムアウトの設定を最大値 9999 分に設定してスクリーンセーバー

機能を電光掲示板として使えるようにしています、スクリーンセーバーとしてはあえて動かない

ように、アクティブをオフにしてあります。 

 

 

主なオプション機能 

 "Ctrl+Alt+S"キーにて電光掲示スプリット２を起動できるオプションを追加しました。 

 "F11"キー、もしくは Bluetooth の小型キーボードなどで "F11"キーがない場合は、"Alt" + 

"Enter"キーでも実行中のモニタリングが可能です。 

 "Ctrl"+"C"キーを押すことで電光掲示スプリット２のプレイを止めることができ、また Windows

を終了させる("Alt"+"f4"キー)ことも出来ます。 

 スクロールバーの設定をされますと、縦スクロールのバー表示を出来るだけ細くすることもでき

ますが、エクスプローラー上の使い勝手にも左右されますので、お好みで変更してみるのもいい

のかもしれません。 

 

 

※ Windows10 に関しては 1607 以降に対応済みですが、必ず Windows10 のアップデートを行ってく

ださい。 

   電光掲示スプリット２は、元スクリーンセーバーなので、１つのタスクをスイッチするしかあ

りませんので、他のスクリーンセーバーと併用はおすすめしておりません(電光掲示クラシックも

含みます)。 

   Internet Explorer は、あってもなくても動作しますが、出来れば、Microsoft Edge をデフォ

ルトにしていただいた方が、動作は快適になると思います。 

 

 

 21.12.02 追記 

 フォントに関しまして、限られた番号選択でのフォントに絞ってきましたが、Vector 社のソフト

ライブラリから "フォントセレクター(フリー版)"をダウンロードして、インストールしていただ

けましたら、WindowsOS 標準以外のフォントが使えるようになります。 

 さまざまなオフィスソフト導入をされていらっしゃる方が多いのではと思い、オープンなスタイ

ルでのフォント名をダイレクトにする仕様に切り替えました。 

 ビジネスソフト導入により毛筆体なども選べることがございますが、もしフルドットで作られた

データの場合は、端側が切れることがございます、その際は、他のフォントに切り替えてご利用

くださいませ。 



 "フォントセレクター"では、"クリップボード"で文字コピーが使える仕様のようです(但し太字 

斜体 下線 取消線 縦フォントを表示の選択は使えません)。 

 ちなみに "電光掲示表"はデスクトップ上にあると便利です、自分の場合は、"フォントセレクタ

ー"の "Selfont.exe"はショートカット(ノー管理者の設定)にして、電光掲示表のディレクトリの

中に入れて使っております。 

 

 なお、"フォントセレクター"のご質問、問い合わせは、こちらではお受けできません。 

 当ソフトと先方の"フォントセレクター"ソフトとは、つながりはございませんので、ご理解を下

さいますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

 21.12.13 

 patch.exe のバグを修正しました。 

 調剤薬局の完了状況を番号表示で案内もできる仕様とし、またデータ数を 30 からメッセージス

ペースを含めた 50に変更しました。 

 

 

 当ソフトは使用し続けますと大変重たくなり画面の動きが大変遅くなってきますので、フリーソ

フトではありますが、"CCleaner" のフリー版(有料版)も併用いただきましたら、快適な操作が可

能になると思います。 

 

 それでは、新たに生まれ変わった電光掲示スプリット２をお楽しみください！！ 

 

 

 ※電光掲示スプリット２の著作権は、YukiOddman に帰属します、また電光掲示スプリット２を逆

アセンブル、改造することを禁止します。 

   電光掲示スプリット２を CD-R などにコピー、もしくは転売など、営利目的で販売するなどの

商用行為はできないものとします。 

   ご不明な点がございましたら YukiOddman 宛てまで、お気軽にお問い合わせください。 

   yukioddman@gmail.com 


